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一般会計補正予算
1億1,489万円を計上
一般会計総額212億6,699万円

第３回定例会
（９月）

　
令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
は
８
月
29
日

に
招
集
さ
れ
、
10
月
３
日
ま
で
36
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
報
告
４
件
、
条
例
の

制
定
１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
４
件
、
補

正
予
算
２
件
、
決
算
認
定
５
件
、
財
産
の

取
得
１
件
の
全
部
で
17
件
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
追
加
議
案
と
し
て
、
条
例
の
一
部

改
正
２
件
、
補
正
予
算
１
件
が
上
程
さ
れ

報
告
及
び
決
算
認
定
の
９
件
を
除
く
11
件

に
つ
い
て
は
慎
重
審
議
の
結
果
、
９
月
16

日
に
討
論
・
採
決
を
行
い
、
可
決
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
９
月
18
日
に
決
算
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
な
ど
５
件
の
決
算
認
定
に
つ
い

て
も
、
現
地
調
査
を
含
め
慎
重
に
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
３
日
に
発
議

第
９
号
が
提
出
さ
れ
決
算
と
発
議
を
含
む

議
案
が
全
会
一
致
で
認
定
・
可
決
し
閉
会

し
ま
し
た
。
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議 案 の な か み

　入湯税の一部を財源として、本市における観光振興を図ることを目的とした嬉野市入湯税基金が設置され
ました。
　積み立てられた基金は観光費又は観光関連事業費に使用されます。
　基金を活用した嬉野市の観光振興策に期待します。

問　積み立てる金額は。
答　令和７年10月からの入湯税の引き上げ分から基金に積み立てる。（今年度は、2,295万円

の見込み。）
問　使途を観光費又は観光関連事業費に限定した

理由は。
答　嬉野市入湯税等検討委員会での意見を踏まえ、

観光振興のための基金とした。
問　観光関連事業とはどういったものが該当する

か。
答　観光戦略に掲げる事業を想定している。

　議員定数は、合併当初の22名からその後改選時ごとに18名、16名と削減されてきました。一方、議員報
酬は、ここ18年間31万円（県内10市のうち最下位）で据え置きでした。市長等の給与に関しても市長は、
76万８千円（県内10市のうち最下位）で合併以来変更はありませんでした。
　そこで今年度、７月と８月の２回、「嬉野市特別職報酬等審議会」が開催され、改正されることになりま
した。
　今回、議員報酬が改正されたことにより、少しでも議員のなり手不足の解消に繋げられればと考えます。

問　議員報酬、市長の給与はいくらになるのか。
答　議員報酬は月額32万４千円、市長給与は80万

円になる。
問　いつからの施行か。
答　令和８年２月１日から。

嬉野市入湯税基金条例

嬉野市議会議員報酬及び市長等の給与の条例の一部を改正する
条例について
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　当初は、令和６年度中の策定予定でしたが、令和７年度まで事業が延長されたため、補正予算が計上され
ました。基本計画の策定により、より具体的な利活用案が示されます。
　市民の理解を得られるような基本計画の策定を期待し
ます。

問　計画策定期間が延長された理由は。
答　年度内での作成ありきではなく、計画の内

容を検討員会において、より議論を重ねる
ため継続とした。

問　スケジュールは。
答　９月８日からパブリックコメントの募集を

行い、令和７年度中に、基本計画の策定を
行う。

事 業 の な か み （P4～ P5）

▲ 地域交流の拠点としての整備に期待！

塩田庁舎等利活用基本計画策定業務� 107万円

　平成18年１月１日に旧塩田町と旧嬉野町が合併してから令和８年で市制20周年を迎えます。
　そこで、この節目となる機会に嬉野市民の郷土愛や一体感の醸成を図り、市民活動を応援することを目的
として、市民が主体となって行う大小さまざまな事業（既存事業の場
合は拡大）を選定委員会で選定し、令和７年度中に実施される事業を
対象として補助金を交付します。
　この事業によって、市制20周年が市民一丸となって盛り上がるこ
とを大いに期待します。

問　補助金額はいくらか。
答　最大50万円。
問　対象者は。
答　嬉野市内在住の５人以上で活動する団体等。
問　募集期間は。
答　令和７年10月３日～11月28日まで。

　問い合わせは広報・広聴課まで ▲ みんなで盛り上げよう市制20周年

市制20周年記念事業（市民公募）� 150万円

補
正
予
算

議
案
の
な
か
み

事
業
の
な
か
み

決
　
算

陳
情
・
意
見
書
・
賛
否
表

一
般
質
問

委
員
会
活
動

ト
ピ
ッ
ク
ス

Vol.79 4



　商工会青年部が行う、職業体験事業（ドリームハンズ）に対して、事業費の補助を行います。小学生が体
験を通して、働く事の大切さを知り、将来の自分の可能性を広げ夢
や希望を描ける事を目的とします。
　嬉野市の将来を担う子どもたちに貴重な体験となる事を願います。

問　職業体験の内容は。
答　事業者の方と一緒に様々な仕事の体験をする。
問　対象となる小学生は。
答　市内８校全ての６年生が対象となる。
問　実施時期はいつか。
答　来年１月14日の予定。

職業体験支援事業� 50万円

　肥前吉田焼の PR のために設置しているランドマーク（器楽里）は、設置場所の契約満了に伴い移設する
ことになりました。
　当初予算では、移設・トイレ設備等の撤去・借地の原状回復等、総額費800万円で計上されていましたが、
移設にあたり道路使用許可や新たな設置場所の基礎工事など、
想定していた以上の工事費が必要となり、498万円の追加補正
となりました。
　移設先も決まり、今後も皆さんから愛されるランドマークに
なることを期待します。

問　移設先はどこか。
答　まんぞく館駐車場の一角。
問　移設完了の予定は。
答　10月末頃。

肥前吉田焼ランドマーク移設費� 498万円

▲ 新たな場所でも輝け器楽里

　国が推進するみどりの食料システム戦略に基づき、環境負荷低減活動や有機転換推進に取り組もうとする
茶生産者に対し、みどりの食料システム戦略推進交付金及び佐賀県有機転換推進事業費補助金に基づき交付
し、生産活動を支援します。有機栽培の需要も高まっていることから、様々なニーズに対応した生産体制に
なることを期待します。

問　交付要件は。
答　10アール以上の生産面積に対して交付される。
問　交付単価は。
答　10アール当たり２万円以内となる。
問　交付対象者は。
答　申請した茶生産者３名となる。
問　圃場面積は。
答　285アールである。

有機転換推進事業� 57万円

▲ 夢の実現へ！

▲ 有機栽培に力を入れている生産現場
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令和６年度 一般会計
特別会計

下水道事業会計 決算を認定

　
令
和
７
年
度
補
正
予
算
関
連
の
討
論
・
採
決
終
了
後
、
９
月
18
日
に
議
長
、
副
議
長

を
除
く
14
名
の
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
な

ど
５
件
の
決
算
認
定
等
に
つ
い
て
、
慎
重
審
査
及
び
現
地
調
査
を
行
い
、
各
課
へ
の
指
摘

事
項
も
含
め
た
意
見
を
付
し
て
10
月
３
日
に
全
会
一
致
で
認
定
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

実
質
収
支
額 

６
億
６
４
０
７
万
円
の
黒
字

一
般
会
計

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
の

決
算
状
況
は
、
歳
入
総
額
が

２
１
９
億
２
６
９
９
万
円
、

前
年
度
比
14
億
１
９
２
３
万

円
（
６
・
９
％
増
）、
歳
出

総
額
が
２
０
６
億
８
３
６
５

万
円
、
前
年
度
比
９
億
２
８

５
６
万
円
（
４
・
７
％
増
）

で
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
財

源
５
億
７
９
２
７
万
円
を
差

し
引
い
た
６
億
６
４
０
７
万

円
が
実
質
収
支
額
と
な
り
黒

字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
実
質
収
支
額
と
比

較
し
た
単
年
度
収
支
額
は
、

７
０
７
２
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
は
、
市
税
な
ど
の

自
主
財
源
比
率
が
歳
入
総
額

の
41
・
６
％
（
91
億
４
２
５

１
万
円
）
で
、
昨
年
度
よ
り

２
・
７
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
税
全
体
の
収
納

率
は
、
現
年
課
税
分
と
滞
納

率
を
合
わ
せ
た
全
体
で
94
・

49
％
と
な
っ
て
お
り
、
前
年

度
よ
り
、
０
・
0９
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
人
件
費
や
扶

助
費
、
物
件
費
な
ど
の
経
常

的
経
費
が
歳
出
全
体
の
66
・

１
％
（
１
３
６
億
９
７
６
８

万
円
）、
普
通
建
設
事
業
費

や
災
害
復
旧
費
な
ど
の
投
資

的
経
費
が
全
体
の
17
％
（
35

億
１
０
１
８
万
円
）、
積
立

金
や
繰
出
金
な
ど
そ
の
他
が

16
・
９
％
（
34
億
７
５
８
０

万
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
決
算
の
特
筆

す
べ
き
も
の
と
し
て
、
Ｓ
Ａ

Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
ス
ポ
・
全

障
ス
ポ
や
新
庁
舎
建
設
事
業

令
和
３
年
８
月
豪
雨
の
災
害

復
旧
事
業
、
電
力
・
燃
料
・

食
品
等
の
価
格
高
騰
や
人
件

費
高
騰
に
よ
る
財
政
需
要
と

と
も
に
、
高
齢
化
の
進
行
や

社
会
保
障
の
拡
充
関
係
費
の

増
加
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

特
別
会
計

　
特
別
会
計
の
実
質
収
支
額

は
、
国
民
健
康
保
険
９
７
７

７
万
円
、
後
期
高
齢
者
医
療

６
６
４
万
円
、
嬉
野
温
泉
駅

周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
２

７
６
万
円
と
い
ず
れ
も
黒
字

決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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令和６年度 一般会計
特別会計

下水道事業会計 決算を認定
各決算の状況

会　計　名 歳入総額（A） 歳出総額（B） 形式収支
（C）＝（A）－（B）

翌年度へ繰り
越すべき財源（D）

実質収支額
（E）＝（C）－（D）

一般会計 219億2699万円 206億8365万円 12億4334万円 ５億7927万円 ６億6407万円

特
別
会
計

国民健康保険 36億4197万円 35億4420万円 9777万円 0 9777万円

後期高齢者医療 ４憶6282万円 ４億5618万円 664万円 0 664万円

駅周辺土地区画 9167万円 8891万円 276万円 0 276万円

下
水
道
事

業
会
計

収益的収支（税込） ８億3133万円 ７億8412万円 4721万円 － 4721万円

資本的収支（税込） ４億9334万円 ６億4481万円 △１億5147万円 620万円 △１億5767万円

主な財政指標
区　分 令和６年度 令和５年度 用語の説明

財政力指数 0.395 0.379

基準財政収入額を基準財政需要額で除し
た過去３年間の平均値。指数が１を超え
る場合や１に近づくほど財源に余裕があ
ることになります。

実質収支比率 8.2％ 7.5％
実質収支額を標準財政規模で除したもの
で普通３～５％程度が望ましいとされて
います。

経常収支比率 95.5％ 93.1％

使い道が自由な一般財源のうち必ず支出
しなければならない経費の割合。いわば
地方財政のエンゲル係数で100％に近い
ほど財政にゆとりがないことになり、
80％までが適正とされています。

実質公債費比率 8.2％ 8.7％

収入に対する負債返済の割合で過去３年
間の平均値。18％以上だと新たな借金
をするためには県の許可が必要で25％
以上だと制限されます。

将来負担比率 ―
（※）

―
（※）

一般会計で将来負担すべき負債の標準財政
規模を基本とした額に対する比率です。
350％を超えると早期健全化団体に転落し
健全化計画を提出しなければなりません。

※�将来負担額より充当可能財源等が多いため比率の表示がなく、将来負担が少ない
ことを表しています。

その他
120,072円

農林水産業費
32,476円

総務費
264,432円

民生費
273,342円

借金負担
（公債費）
50,439円

教育費
62,696円

土木費
45,626円

市民（24,360人）
一人当たりに使われたお金

（令和７年３月末現在の人口）

１人当たりの費用額は（人口割）849,083円
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もの申す！！議会から
　
決
算
特
別
委
員
会
は
、
９

月
18
日
に
設
置
し
、
総
務
企

画
・
文
教
福
祉
・
産
業
建
設

の
３
分
科
会
に
分
か
れ
て
、

各
所
管
か
ら
詳
細
な
説
明
を

受
け
、
事
情
聴
取
や
現
地
調

査
を
行
い
慎
重
審
査
に
努
め

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
決

算
を
認
定
と
し
、
各
分
科
会

か
ら
各
課
へ
指
摘
を
行
い
ま

し
た
。

総
務
・
防
災
課

・
消
防
団
の
出
動
報
酬
見
直

し
、
定
数
改
正
や
部
の
統

合
に
よ
り
、
処
遇
改
善
は

進
ん
で
い
る
が
、
年
額
報

酬
に
つ
い
て
は
、
標
準
額

に
達
し
て
い
な
い
。
消
防

団
の
充
実
強
化
を
図
る
た

め
に
も
消
防
団
員
の
年
額

報
酬
の
見
直
し
等
に
係
る

協
議
を
継
続
す
る
こ
と
。

財
政
課

・
嬉
野
市
体
育
館
跡
地
、
公

会
堂
跡
地
、
社
会
体
育
館

跡
地
等
に
つ
い
て
は
、
他

の
私
有
財
産
と
と
も
に
有

効
的
な
活
用
と
適
正
な
維

持
管
理
、
売
却
等
も
視
野

に
入
れ
た
活
用
策
を
講
じ

る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

税
務
課

・
市
民
税
法
人
税
割
の
徴
収

率
が
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス

４
・
７
％
と
大
き
く
低
下

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

徴
収
率
向
上
に
向
け
た
早

期
の
取
組
み
強
化
が
必
須

で
あ
る
。

・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
湯
に
お
け

る
入
湯
税
の
取
り
扱
い
は

市
民
以
外
の
者
か
ら
入
湯

税
が
徴
収
さ
れ
て
い
な
い

状
況
で
あ
り
、
税
条
例
の

趣
旨
を
踏
ま
え
適
切
に
運

営
す
る
必
要
が
あ
る
。

企
画
政
策
課

・
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
は

寄
付
額
が
減
少
し
な
い
よ

う
に
努
力
さ
れ
た
い
。
特

に
、
一
層
の
う
れ
し
の
茶

商
品
の
返
礼
品
の
充
実
や

効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
の
実
施
に

向
け
、
協
議
検
討
を
重
ね

て
い
く
こ
と
。

・
結
婚
支
援
推
進
事
業
に
関

し
て
、
佐
賀
県
の
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
を
図
り
つ
つ
、
時
代

に
応
じ
た
結
婚
支
援
策
へ

と
改
善
し
な
が
ら
事
業
の

推
進
を
図
る
こ
と
。

広
報
・
広
聴
課

・
ゼ
ミ
合
宿
等
宿
泊
費
助
成

事
業
補
助
金
は
、
企
業
誘

致
に
つ
な
が
る
取
組
み
と

な
る
よ
う
助
成
事
業
の
必

要
性
も
含
め
て
検
討
し
、

事
業
の
精
査
を
行
う
こ
と
。

・
企
業
誘
致
奨
励
金
の
交
付

を
受
け
る
事
務
系
企
業
に

お
い
て
は
、
地
元
雇
用
の

推
奨
に
努
め
る
こ
と
。
ま

た
、
企
業
誘
致
奨
励
金
の

交
付
期
間
が
終
了
し
た
後

も
嬉
野
市
へ
の
定
着
に
つ

な
が
る
よ
う
な
交
付
要
件

の
追
加
を
検
討
す
る
こ
と
。

・
吉
田
夏
祭
り
に
対
す
る
補

助
金
10
万
円
に
つ
い
て
は

市
内
同
様
の
夏
祭
り
に
対

す
る
補
助
額
等
を
考
慮
し

増
額
等
も
視
野
に
入
れ
検

討
を
行
う
こ
と
。

会
計
課

・
年
度
末
に
お
け
る
森
林
環

境
譲
与
税
基
金
の
管
理
で

事
務
処
理
に
遺
漏
が
あ
り

基
金
残
高
に
差
異
が
生
じ

た
。
適
切
な
管
理
の
徹
底

と
再
発
防
止
の
一
環
と
し

て
基
金
一
括
運
用
の
導
入

に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を

行
う
こ
と
。

市
民
課

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）
の
更

新
つ
い
て
は
、
更
新
対
象

者
へ
の
積
極
的
な
広
報
と

周
知
を
行
う
こ
と
で
更
新

率
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た

い
。

・
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に

お
い
て
は
、
ポ
イ
ン
ト
付

与
の
在
り
方
や
事
業
予
算

の
拡
大
も
含
め
、
抜
本
的

な
協
議
検
討
を
行
う
べ
き

で
あ
る
。

・
高
齢
者
保
健
事
業
に
お
い

て
は
、
対
象
者
の
選
定
基

準
を
設
け
、
新
規
の
通
い

の
場
の
開
拓
を
行
う
こ
と
。

ま
た
、
今
後
は
関
係
職
種

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

事
業
に
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
。

教
育
委
員
会

・
英
語
活
動
支
援
事
業
（
オ

ン
ラ
イ
ン
英
会
話
）
に
つ

い
て
、
児
童
生
徒
が
英
会

話
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
れ
る
よ
う
外
国
人

と
の
交
流
の
場
も
検
討
し

英
会
話
力
の
更
な
る
向
上

に
努
め
ら
れ
た
い
。

・
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事

業
に
お
い
て
、
購
入
か
ら

数
年
経
過
す
る
機
器
も
多

く
あ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

健
康
づ
く
り
課

補
正
予
算

議
案
の
な
か
み

事
業
の
な
か
み

決
　
算

陳
情
・
意
見
書
・
賛
否
表

一
般
質
問

委
員
会
活
動

ト
ピ
ッ
ク
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もの申す！！議会から
末
の
保
証
期
間
等
の
確
認

を
行
い
、修
繕
料
の
予
算

化
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

・
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
、

新
規
の
「
ま
か
せ
て
会

員
」
の
掘
り
起
こ
し
を
早

急
に
行
い
、
安
心
し
た
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
す
べ

き
で
あ
る
。

・
利
用
者
支
援
事
業
、
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
に

お
い
て
報
償
費
の
予
算
計

上
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
結

果
流
用
と
な
っ
た
。
確
実

な
予
算
計
上
と
執
行
を
行

う
よ
う
強
く
求
め
る
。

福
祉
課

・
福
祉
バ
ス
運
営
事
業
に
お

い
て
、
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の

活
用
な
ど
利
便
性
を
高
め

た
事
業
展
開
を
行
う
べ
き

で
あ
る
。

・
外
国
人
農
地
取
得
に
対
し

て
は
、「
農
地
法
」
が
適

用
さ
れ
、
申
請
す
る
場
合

国
籍
を
明
示
す
る
必
要
が

あ
る
。
し
か
し
、
目
的
外

利
用
等
で
の
懸
念
が
あ
る

た
め
、
さ
ら
に
適
切
に
農

地
管
理
に
つ
い
て
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

新
幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課

・
道
の
駅
等
管
理
運
営
事
業

に
つ
い
て
は
、
イ
ベ
ン
ト

時
以
外
の
賑
わ
い
に
欠
け

る
た
め
、
さ
ら
な
る
賑
わ

い
創
出
に
努
め
る
べ
き
で

あ
る
。

・
未
来
技
術
地
域
実
装
事
業

の
デ
ジ
タ
ル
モ
ー
ル
嬉
野

バ
ー
チ
ャ
ル
嬉
野
は
、
事

業
効
果
が
見
え
に
く
く
、

年
間
運
営
経
費
は
費
用
に

対
し
て
効
果
が
出
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、

自
動
運
転
車
両
の
事
業
は

車
両
価
格
の
高
騰
や
運
営

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、

道
路
交
通
法
な
ど
の
課
題

が
あ
る
。
今
後
は
実
績
を

踏
ま
え
、
事
業
の
継
続
に

つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。

・
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
の
田
ん
ぼ
ダ
ム
推
進

事
業
は
、
申
請
組
織
を
増

や
し
、
農
地
の
多
面
的
機

能
の
拡
充
に
つ
な
が
る
よ

う
、
事
業
の
更
な
る
推
進

を
求
め
る
。

・
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

の
調
査
に
よ
り
、
緊
急
性

の
あ
る
た
め
池
等
は
な
い

が
、
劣
化
が
多
く
見
ら
れ

る
。
地
元
負
担
を
要
す
る

事
業
で
あ
る
の
で
、
劣
化

状
況
を
公
表
し
、
地
元
へ

の
説
明
を
十
分
に
行
う
こ

と
。

建
設
課

・
か
ぶ
り
木
の
対
策
に
は
、

市
民
か
ら
の
要
望
が
多
く

出
て
い
る
。
さ
ら
に
地
権

者
へ
の
要
請
等
対
策
を
求

め
る
。

・
市
道
の
管
理
状
況
は
、
除

草
作
業
の
計
画
が
追
い
付

い
て
い
な
い
た
め
、
防
草

シ
ー
ト
や
の
り
面
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
事
等
、
更
な

る
対
策
を
求
め
る
。

・
地
域
計
画
策
定
業
務
は
、

荒
廃
農
地
を
防
ぎ
規
模
拡

大
を
図
る
た
め
、
ど
こ
が

中
心
と
な
り
農
地
の
集
約

化
を
図
る
の
か
、
国
の
動

向
を
見
な
が
ら
市
と
し
て

の
役
割
を
明
確
に
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

・
有
害
鳥
獣
被
害
防
除
対
策

事
業
は
、
最
終
処
分
場
、

保
冷
庫
等
の
必
要
な
施
設

整
備
を
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。

茶
業
振
興
課

・
う
れ
し
の
釜
炒
り
茶
文
化

継
承
事
業
に
お
い
て
は
、

全
国
品
評
会
で
農
林
水
産

大
臣
賞
及
び
産
地
賞
受
賞

を
生
か
す
た
め
に
も
、
こ

の
釜
炒
り
茶
技
術
を
継
承

す
る
た
め
の
体
制
を
整
備

す
べ
き
で
あ
る
。

・
う
れ
し
の
茶
交
流
館
事
業

に
お
い
て
は
、
指
定
管
理

に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
広
告
な
ど

さ
ら
に
広
報
の
手
段
を
広

げ
て
、
入
館
者
増
、
収
益

増
を
図
ら
れ
た
い
。

観
光
商
工
課

・
嬉
野
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
支
援
事
業

の
旅
行
業
運
営
に
お
い
て

は
、
更
な
る
情
報
発
信
を

行
い
利
用
者
増
に
努
め
収

益
増
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

・
温
泉
配
湯
管
現
況
調
査
に

つ
い
て
、
漏
湯
量
は
ど
れ

く
ら
い
か
、
ま
た
、
年
度

ご
と
の
揚
湯
量
の
比
較
等

が
で
き
る
よ
う
数
値
を
示

し
た
調
査
結
果
を
出
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。

環
境
下
水
道
課

・
下
水
道
事
業
に
お
い
て
は

さ
ら
な
る
水
洗
化
率
の
向

上
を
求
め
る
。

子
育
て
未
来
課

農
業
委
員
会

農
林
整
備
課

農
業
政
策
課

補
正
予
算

議
案
の
な
か
み

事
業
の
な
か
み

決
　
算

陳
情
・
意
見
書
・
賛
否
表

一
般
質
問

委
員
会
活
動
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嬉野市の台所事情
借金はこれだけ

借入金の項目 令和６年度末金額 令和５年度末金額
公共事業債 ６億930万円 ６億5,848万円
防災・減災・国土強靭化緊急対策事業債 4,196万円 1,348万円
公営住宅建設事業債 1,145万円 2,000万円
災害復旧事業債 ２億5,425万円 １億7,695万円
（旧）緊急防災・減災事業債 0円 0円
教育・福祉施設等整備事業債 ２億895万円 １億4,322万円
一般単独事業債 47億6,144万円 38億3,577万円
（うち合併特例債） （33億3,563万円） （24億986万円）

財源対策債 ３億1,264万円 ３億3,230万円
減収補填債 1,839万円 1,953万円
減税補填債 258万円 700万円
臨時財政対策債 33億9,304万円 37億9,548万円
その他（一般会計出資債） ３億9,182万円 ３億9,129万円

合　　計 100億582万円 93億9,350万円
	 （決算年度末現在高）

貯金はこれだけ
基金の項目 令和６年度末金額 令和５年度末金額

財政調整基金 41億9,622万円 41億7,491万円
減債基金 10億5,091万円 10億9,710万円
地域づくり推進事業基金 ３億2,867万円 ３億5,853万円
ふるさと応援寄附金基金 ５億34万円 ５億36万円
地域福祉基金 ２億1,405万円 ２億1,405万円
ふるさと・水と土保全基金 2,041万円 2,041万円
公共施設建設基金 17億3,739万円 18億9,352万円
奨学金資金積立金 7,137万円 7,195万円
人づくり振興基金 5,000万円 5,000万円
国民健康保険基金 １億5,982万円 １億8,027万円
下水道事業基金 0円 0円
土地開発基金 １億169万円 １億164万円
肉用繁殖牛導入事業基金 1,805万円 2,375万円
合併振興基金 10億766万円 12億1,893万円
教育環境支援基金 １億439万円 １億15万円
ふるさと応援寄附金子育て夢基金 １億5,999万円 １億5,994万円
森林環境譲与税基金 3,571万円 3,754万円
まち・ひと・しごと創生基金 １億５万円 １億円
その他 857万円 873万円

合　　計 98億6,529万円 103億1,178万円
	 （決算年度末現在高）

補
正
予
算

議
案
の
な
か
み

事
業
の
な
か
み

決
　
算
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情
・
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見
書
・
賛
否
表

一
般
質
問

委
員
会
活
動
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陳　
　
情

【
塩
田
町
内
で
の
買
い
物
に
関
す
る
】
陳
情
書

　
塩
田
町

　
　
ご
ま
し
お
結
び
の
会

　
　
　
　
代
表
　
蒲
原
　
知
愛
子 

氏

被
爆
80
周
年
　
原
水
爆
禁
止
運
動
へ
の

ご
協
力
の
お
願
い

　
佐
賀
市

　
　
原
水
爆
禁
止
佐
賀
県
協
議
会

　
　
　
　
会
長
　
徳
光
　
清
孝 

氏

議
会
か
ら
の
意
見
書

学
校
施
設
の
計
画
的
改
修
の
着
実
な
推
進
に

向
け
た
国
の
安
定
的
か
つ
継
続
的
な
財
政
措

置
を
求
め
る
意
見
書

　
大
草
野
小
学
校
の
施
設
長
寿
命
化
を
進
め

る
な
か
で
、
国
の
交
付
金
の
決
定
内
示
が
遅

れ
て
お
り
、
現
在
工
事
に
着
手
で
き
な
い
状

態
に
あ
り
、
工
期
延
長
に
よ
り
財
政
負
担
と

今
後
の
市
の
学
校
施
設
長
寿
命
化
に
も
懸
念

さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
市
議
会
と
し
て
国
に
対
し
、

安
定
か
つ
継
続
し
た
財
源
措
置
を
求
め
る
意

見
書
を
全
会
一
致
で
提
出
し
ま
し
た
。

令和７年第３回　定例会議案賛否表（主なもの）
〇は賛成　　●は反対　　副議長は裁決に加わりません

議案番号 議　　案　　名

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 13 14 15 1６

結　
　
果

表
採
決

水
山　
洋
輔

大
串　
友
則

古
川　
英
子

阿
部　
愛
子

山
口　
卓
也

諸
上　
栄
大

諸
井　
義
人

山
口
虎
太
郎

宮
﨑　
良
平

川
内　
聖
二

増
田　
朝
子

芦
塚　
典
子

田
中　
政
司

梶
原　
睦
也

辻　
　
浩
一

議案第45号 嬉野市入湯税基金条例について 可決 13:0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 欠

議案第47号 嬉野市職員の勤務時間、休暇等に関する条例
の一部を改正する条例について 可決 13:0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 欠

議案第48号 嬉野市職員の育児休業等に関する条例の一部
を改正する条例について 可決 13:0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 欠

議案第49号

嬉野市都市計画マスタープラン・緑の基本計
画策定委員会条例及び嬉野市立地適正化計画
策定委員会条例の一部を改正する条例につい
て

可決 13:0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 欠

議案第50号 令和７年度嬉野市一般会計補正予算（第４号）可決 13:0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 欠

議案第51号 令和７年度嬉野市下水道事業会計補正予算
（第２号） 可決 13:0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 欠

議案第52号 令和６年度嬉野市一般会計歳入歳出決算認定
について 認定 14:0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

議案第58号
嬉野市議会議員の議員報酬、期末手当及び費
用弁償支給条例の一部を改正する条例につい
て

可決 13:0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 欠

議案第59号 嬉野市長等の給与及び旅費に関する条例の一
部を改正する条例について 可決 13:0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 欠

議案第60号 令和７年度嬉野市一般会計補正予算（第５号）可決 13:0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 欠

発議第９号
学校施設の計画的改修の着実な推進に向けた
国の安定的かつ継続的な財政措置を求める意
見書について

可決 14:0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠
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正
予
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・
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会
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諸
上 

塩
田
町
の
市
有
地
に

あ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
閉
店
し
た
が
、
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

財
政
課
長 

当
該
市
有
地
は

市
と
塩
田
リ
バ
ー
サ
イ
ド

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
協

同
組
合
と
の
間
で
、
事
業
用

定
期
借
地
権
設
定
契
約
を
締

結
し
て
い
る
。

パ
ー
の
閉
店
は
、
新
た
な
買

い
物
弱
者
が
発
生
し
た
と
考

え
る
が
買
い
物
弱
者
の
動
向

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長 

昨
今
の
高
齢
化

に
伴
い
、
高
齢
化
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
今
後
増
え
て
く

る
と
考
え
る
。

諸
上 

買
い
物
弱
者
支
援
対

策
は
、
市
の
ど
の
部
署
が
主

販
売
の
手
段
等
は
商
工
に

な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
移
動

手
段
の
支
援
は
新
幹
線
・
ま

ち
づ
く
り
課
や
企
画
政
策
課

の
ほ
う
で
対
応
し
て
い
く
と

考
え
る
。
色
ん
な
課
を
横
断

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
で
あ
り
、
課
題
を
洗
い

出
す
中
で
、
お
困
り
の
方
が

ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
の
か

て
の
持
続
可
能
な
計
画
作
成

が
必
要
に
な
る
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

市
長 

住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
く
最
期
の
時
ま
で

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
中

で
、
各
課
横
断
の
取
り
組
み

が
や
は
り
必
要
と
な
る
。

　
ぜ
ひ
と
も
こ
う
し
た
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
ま
ち
の
た

め
に
も
し
っ
か
り
と
体
制
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

「市政を問う!」
一般質問
13議員が質問

諸上　栄大 議員

諸井　義人 議員

水山　洋輔 議員

梶原　睦也 議員

川内　聖二 議員

芦塚　典子 議員

山口虎太郎 議員

山口　卓也 議員

阿部　愛子 議員

田中　政司 議員

大串　友則 議員

増田　朝子 議員

宮㟢　良平 議員

P12

P13

P14

P14

P15

P16

P16

P17

P18

P18

P19

P20

P20

諸上 栄大 議員
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諸
井 

Ｊ
Ａ
さ
が
支
所
の
米

の
集
荷
契
約
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

市
長 

食
用
米
は
面
積
で
９

ha
の
増
、
そ
し
て
、
酒
米
は

５
ha
の
増
、
一
方
で
飼
料
用

米
は
令
和
６
年
産
が
13 

ha

あ
っ
た
も
の
が
集
荷
契
約
量

な
し
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

諸
井 

酒
米
及
び
み
そ
等
の

原
料
米
の
供
給
状
況
は
ど
う

か
。農

業
政
策
課
長 

酒
米
の
作

付
面
積
は
、
Ｊ
Ａ
出
荷
契
約

面
積
で
は
前
年
度
に
比
べ
５

ha
の
増
と
な
っ
て
い
る
が
、

供
給
不
足
が
懸
念
さ
れ
、
仕

入
価
格
の
高
騰
が
見
込
ま
れ

る
た
め
一
部
で
は
販
売
価
格

に
転
嫁
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

聞
い
て
い
る
。

諸
井 

酒
米
と
か
み
そ
等
の

原
料
米
の
価
格
高
騰
に
対
す

る
支
援
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

農
業
政
策
課
長 

佐
賀
県
で

は
、
蔵
元
に
対
す
る
補
助
、

価
格
高
騰
の
２
分
の
１
又
は

差
額
の
２
分
の
１
を
補
助
す

る
と
い
う
制
度
が
あ
る
。
市

で
も
同
じ
よ
う
な
取
組
み
で

上
乗
せ
す
る
方
向
で
今
後
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

諸
井 

Ｊ
Ａ
で
検
討
さ
れ
て

い
る
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
進
捗
状
況
は
。

農
業
政
策
課
長 

市
内
６
カ

所
の
共
同
乾
燥
施
設
は
、
い

ず
れ
も
昭
和
40
年
代
か
ら
50

年
代
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、

老
朽
化
に
よ
る
更
新
が
Ｊ
Ａ

で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
施
設

の
整
備
内
容
が
未
定
で
あ
る

の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
建
設

場
所
、
事
業
費
も
含
め
て
未

定
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
広

域
で
の
整
備
と
い
う
の
も
一

つ
の
案
と
し
て
話
は
出
て
い

る
。

学
校
プ
ー
ル
に
つ
い
て

諸
井 

塩
田
町
内
の
学
校
は

民
間
施
設
を
利
用
し
て
い
る
。

嬉
野
町
内
の
小
・
中
学
校
に

つ
い
て
今
後
、
民
間
施
設
利

用
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
進

め
ら
れ
て
い
る
か
。

教
育
長 

嬉
野
地
区
の
学
校

に
つ
い
て
は
、
今
、
民
間

プ
ー
ル
の
方
に
相
談
し
て
い

る
。市

長 

今
あ
る
民
間
事
業
者

の
持
ち
物
を
活
用
し
て
い
く

こ
と
。
そ
し
て
、
指
導
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
人
件
費
相

当
分
を
私
ど
も
で
負
担
を
し

て
、
お
互
い
に
と
っ
て
折
り

合
え
る
よ
う
な
、
持
続
可
能

な
水
泳
授
業
を
進
め
て
い
け

る
よ
う
な
取
組
み
に
し
た
い
。

　
ス
ー
パ
ー
の
閉
店
は
認
識

し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
協

同
組
合
か
ら
本
件
に
係
る
中

途
解
約
の
申
し
出
は
あ
っ
て

い
な
い
。
今
後
は
当
該
契
約

に
基
づ
き
対
応
す
る
。

市
長 

商
工
会
と
も
連
携
し

な
が
ら
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
い
き
た
い
。

諸
上 

地
域
に
あ
っ
た
ス
ー

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
の
か
。

市
長 

買
い
物
弱
者
と
言
わ

れ
る
方
は
、
基
本
的
に
高
齢

の
方
や
障
が
い
を
お
持
ち
の

方
な
ど
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
そ
の
よ
う
な
点
で
は

福
祉
的
な
施
策
の
位
置
づ
け

と
な
り
福
祉
課
で
ニ
ー
ズ
調

査
等
は
行
っ
て
い
く
と
思
う
。

　
一
方
、
店
舗
立
地
や
移
動

明
確
化
す
る
よ
う
協
議
を
重

ね
た
い
と
考
え
て
い
る
。

諸
上 

地
域
住
民
を
始
め
、

流
通
業
者
や
商
店
街
関
係

者
、
交
通
事
業
者
、
福
祉
関

係
者
、
行
政
な
ど
が
緊
密
に

連
携
し
、
地
域
の
食
品
ア
ク

セ
ス
の
現
状
や
課
題
を
抽
出

し
、
対
象
者
の
ニ
ー
ズ
を
分

析
す
る
こ
と
で
、
事
業
と
し

諸井 義人 議員

主食用米55ha 増、
飼料用米44ha 減である答 誰一人取り残さない

体制づくりに取り組む答

買物弱者への支援は

▲ 買物弱者への細やかな対応を▲ 持続可能な農業政策を

米の栽培状況は
どうなっているか補

正
予
算
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水
山 

塩
田
町
の
買
い
物
環

境
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

市
長 

福
祉
的
な
観
点
か
ら

も
商
工
会
と
連
携
し
て
買
物

難
民
対
策
と
位
置
付
け
て
対

応
を
し
て
い
く
。

水
山 

民
間
事
業
者
の
移
動

販
売
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
回
覧

板
で
回
っ
て
き
た
が
、
今
後

運
行
さ
れ
る
の
か
。

福
祉
課
長 
塩
田
の
ス
ー

パ
ー
の
閉
店
に
伴
い
、
塩
田

地
区
の
ほ
う
で
も
移
動
販
売

を
拡
充
し
た
い
と
い
う
話
が

あ
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
橋

渡
し
を
福
祉
課
で
対
応
し
た
。

水
山 

閉
店
後
の
建
物
を
、

塩
田
町
の
地
域
振
興
、
産
業

振
興
の
柱
と
し
て
「
道
の

駅
・
川
の
駅
」
と
し
て
再
整

備
の
検
討
が
で
き
な
い
か
。

新
幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課
長

場
所
と
し
て
は
、
嬉
野
町
・

鹿
島
市
・
武
雄
市
の
中
間
地

点
に
も
あ
り
良
い
と
考
え
る

が
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上
で

浸
水
地
域
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
道
の
駅
と
し
て
の
申
請

は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

水
山 

高
齢
化
や
人
口
減
少

と
な
れ
ば
塩
田
町
の
空
洞
化

が
深
刻
な
問
題
と
な
る
。
将

来
的
な
市
の
観
光
政
策
と
し

て
の
市
長
の
考
え
は
。

市
長 

地
域
の
買
い
物
支
援

観
光
の
魅
力
創
出
を
組
み
合

わ
せ
て
成
り
立
た
せ
る
方
向

性
は
、
第
一
に
考
え
て
い
る
。

多
く
の
方
が
来
ら
れ
て
い
る

状
況
を
鑑
み
た
と
き
に
、
店

舗
が
立
地
す
る
と
い
う
事
は

考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
塩

田
庁
舎
の
利
活
用
で
も
リ
バ

テ
ィ
ま
で
含
め
た
エ
リ
ア
を

考
え
た
と
き
に
は
十
分
に
そ

の
可
能
性
が
あ
る
。

塩
田
庁
舎
等
利
活
用
に
つ

い
て

水
山 

塩
田
庁
舎
の
窓
口
機

能
は
ど
う
な
る
の
か
。

企
画
政
策
課
長 

新
庁
舎
の

開
庁
に
合
わ
せ
て
利
便
性
に

配
慮
し
た
窓
口
体
制
の
構
築

を
行
う
。

水
山 

２
階
に
計
画
さ
れ
て

い
る
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
は
、

室
内
遊
び
場
の
整
備
を
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
。

企
画
政
策
課
長 

官
民
連
携

の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
計
画
し

て
お
り
、
施
設
整
備
の
一
環

と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
き
た

い
。
目
指
し
た
施
設
と
い
う

事
で
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

水
山 

何
年
を
目
途
に
改

修
・
再
編
を
行
う
の
か
。

企
画
政
策
課
長 

令
和
９
年

７
月
頃
ま
で
に
改
修
工
事
を

行
い
、
８
月
頃
に
は
新
し
い

塩
田
地
区
の
交
流
拠
点
と
し

て
全
面
的
な
供
用
開
始
が
で

き
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

梶
原 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
基
本
方
針
は
。

教
育
長 

児
童
生
徒
１
人
１

台
の
端
末
確
保
で
あ
る
。

梶
原 

端
末
の
更
新
時
期
と

更
新
費
用
は
。

教
育
長 

令
和
８
年
度
更
新

予
定
で
、
で
き
れ
ば
国
の
費

用
で
お
願
い
し
た
い
と
県
に

は
要
望
し
て
い
る
。

教
育
長 

個
人
情
報
が
極
力

洩
れ
な
い
形
で
の
取
り
組
み

に
は
十
分
に
配
慮
す
る
。

梶
原 

端
末
の
持
ち
帰
り
に

つ
い
て
は
。

教
育
長 

持
ち
帰
っ
て
い
る

状
況
で
は
な
い
が
、
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
に
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
が
で
き
る
体
制
は

作
っ
て
い
る
。

体
制
の
予
算
を
確
保
し
対
応

し
て
い
る
。

梶
原 

障
が
い
の
あ
る
児
童

生
徒
の
端
末
活
用
へ
の
配
慮

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
総
務
課
長 
学
習
の
中

で
使
い
や
す
い
ソ
フ
ト
を
取

り
入
れ
て
い
る
。

梶
原 

不
登
校
の
児
童
生
徒

を
対
象
に
端
末
を
使
っ
た
オ

員
の
配
置　
②
不
具
合
が
起

き
た
時
に
指
導
を
受
け
る
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
学
校
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー　
③
各
学
校
に

情
報
化
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
設

置
な
ど
が
あ
る
。

梶原 睦也 議員 水山 洋輔 議員

道の駅としての
整備の検討は

十分にその可能性が
ある答

▲ 塩田の将来ビジョンは

補
正
予
算

議
案
の
な
か
み

事
業
の
な
か
み

決
　
算

陳
情
・
意
見
書
・
賛
否
表

一
般
質
問

委
員
会
活
動
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川
内 

み
ゆ
き
公
園
は
、
昭

和
60
年
度
に
多
目
的
広
場
等

が
整
備
さ
れ
野
球
場
に
関
し

て
は
、
オ
ー
プ
ン
し
て
約
33

年
が
経
過
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
公
園
内
の
施
設
等
の

安
全
性
な
ど
の
調
査
を
行
わ

れ
て
き
た
か
伺
う
。

市
長 

平
成
24
年
度
に
嬉
野

市
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画

を
策
定
し
、
令
和
３
年
度
に

更
新
に
伴
う
調
査
、
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
判
定
度
に

基
づ
き
年
次
計
画
を
立
て
、

修
繕
改
修
等
を
行
っ
て
い
る
。

川
内 

み
ゆ
き
球
場
は
、
一

番
古
い
建
物
で
内
外
壁
に
経

年
劣
化
に
よ
る
ク
ラ
ッ
ク
が

入
り
、
雨
ど
い
等
も
損
傷
が

見
受
け
ら
れ
る
。
全
体
的
に

何
処
を
改
修
さ
れ
た
か
伺
う
。

新
幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課
長

調
査
は
、
み
ゆ
き
公
園
・
轟

公
園
・
北
部
公
園
の
３
カ
所

の
長
寿
命
化
計
画
の
見
直
し

を
行
い
、
年
次
計
画
を
立
て

て
改
修
を
行
う
。
調
査
は
Ａ

Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
判
定
が
あ
り
、
全

て
Ａ
Ｂ
判
定
で
、
Ｃ
Ｄ
判
定

が
補
助
対
象
に
な
る
。
小
規

模
の
改
修
は
随
時
単
独
で
行

う
。川

内 

み
ゆ
き
公
園
は
開
設

当
時
よ
り
施
設
等
が
増
え
て

い
る
が
、
水
道
水
の
供
給
は

間
に
合
っ
て
い
る
か
伺
う
。

新
幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課
長

少
し
水
量
が
弱
い
と
伺
っ
て

い
る
。

川
内 

西
側
の
施
設
全
体
で

競
技
が
行
わ
れ
た
ら
水
不
足

に
な
る
。
タ
ン
ク
等
の
増
設

の
計
画
は
あ
る
か
伺
う
。

市
長 

専
門
的
な
事
業
者
等

に
相
談
し
検
討
を
進
め
た
い
。

西
九
州
新
幹
線
の
終
電
の

ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ
い
て

川
内 

終
電
の
武
雄
発
長
崎

行
き
か
も
め
65
号
を
嬉
野
温

泉
駅
に
停
車
す
る
よ
う
に
Ｊ

Ｒ
九
州
へ
改
め
て
強
く
要
望

を
し
て
頂
き
た
い
が
、
市
と

し
て
の
所
感
を
伺
う
。

新
幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課
長

現
在
、
上
下
線
合
わ
せ
て
44

本
が
運
行
さ
れ
嬉
野
温
泉
駅

に
26
本
が
停
車
す
る
状
況
。

最
終
に
限
ら
ず
、
宿
泊
施
設

の
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
の
時
間
帯
も

停
車
し
て
な
い

の
で
粘
り
強
く

要
望
を
し
て
い

く
。市

長 

ダ
イ
ヤ

改
正
に
は
、
市

市
議
会
議
長
に

も
何
度
か
要
望

活
動
に
同
行
し

て
頂
い
た
。
そ
し
て
商
工
会

観
光
協
会
、
旅
館
組
合
の
４

者
で
要
望
活
動
を
行
っ
て
き

た
。
最
終
的
に
全
部
止
め
る

気
持
ち
で
要
望
を
し
て
い
く
。

　
市
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ

い
て そ

の
他
の
質
問

梶
原 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
環

境
整
備
状
況
は
。

教
育
長 

授
業
で
一
斉
に
大

容
量
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
利
用

し
た
場
合
、
つ
な
が
り
に
く

い
状
況
が
あ
る
。

梶
原 

端
末
廃
棄
時
の
個
人

情
報
や
学
習
デ
ー
タ
の
取
り

扱
い
は
し
っ
か
り
と
守
れ
る

よ
う
対
応
す
べ
き
で
は
。

梶
原 

家
庭
に
よ
っ
て
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い

家
庭
も
あ
る
の
で
は
。

教
育
長 

ど
の
家
庭
で
も
で

き
る
よ
う
に
ブ
ー
ス
タ
ー
を

貸
し
出
し
て
い
る
。

梶
原 

学
習
用
端
末
の
ト
ラ

ブ
ル
や
故
障
時
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
は
出
来
て
い
る
か
。

教
育
総
務
課
長 

サ
ポ
ー
ト

ン
ラ
イ
ン
授
業
で
出
席
扱
い

に
は
で
き
な
い
の
か
。

教
育
長 

文
科
省
の
初
等
中

等
教
育
部
が
発
し
て
い
る
規

定
に
、
要
件
を
満
た
せ
ば
可

能
と
あ
り
、
本
市
で
も
対
応

し
て
い
る
。

梶
原 

教
職
員
へ
の
支
援
体

制
も
必
要
と
考
え
る
が
。

教
育
長 

①
情
報
教
育
指
導

川内 聖二 議員

みゆき公園の
水不足対策は

検討を進めて
いきたい答 十分に配慮する答

端末廃棄時の個人情報
取り扱いは慎重に

▲ 今後の活用に期待

▲ 利便性向上に向けた対策を

補
正
予
算

議
案
の
な
か
み

事
業
の
な
か
み

決
　
算

陳
情
・
意
見
書
・
賛
否
表

一
般
質
問

委
員
会
活
動
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芦
塚 

新
幹
線
が
開
通
し
駅

か
ら
商
店
街
を
自
動
運
転
の

試
乗
で
町
中
を
走
る
と
、
商

店
街
の
外
壁
や
シ
ー
ボ
ル
ト

の
屋
根
が
劣
化
し
て
い
る
の

が
目
に
付
く
。
外
壁
等
、
修

理
に
補
助
が
で
き
な
い
か
。

新
幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課
長

外
壁
に
特
化
し
た
補
助
制
度

は
な
い
。
ま
た
市
単
独
補
助

は
難
し
い
。

芦
塚 

国
交
省
の
補
助
制
度

で
き
れ
い
な
街
並
み
を
整
備

し
て
い
る
市
が
あ
る
の
で
利

用
し
た
ら
ど
う
か
。

新
幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課
長

実
現
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば

利
用
し
た
い
。

芦
塚 

新
幹
線
開
通
以
来
、

嬉
野
市
は
注
目
を
浴
び
て
い

る
の
で
、
良
好
な
景
観
形
成

は
市
の
責
務
で
は
な
い
か
と

思
う
が
。

観
光
商
工
課
長 

公
衆
浴
場

シ
ー
ボ
ル
ト
の
湯
の
屋
根
に

つ
い
て
は
予
算
要
求
を
し
て

い
き
た
い
。

芦
塚 

市
の
景
観
条
例
に
、

修
理
の
一
部
を
負
担
す
る

「
市
の
助
成
」
の
条
項
を
加

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

副
市
長 

地
域
住
民
と
の
合

意
形
成
が
で
き
た
上
で
考
え

て
い
く
。

治
水
対
策
に
つ
い
て

芦
塚 
令
和
3
年
の
水
害
で

振
興
住
宅
地
が
浸
水
被
害
を

受
け
た
が
、
そ
の
後
調
査
を

さ
れ
た
か
。

建
設
部
長 

調
査
は
し
て
い

な
い
が
、
県
へ
の
要
望
は
毎

年
行
っ
て
い
る
。

芦
塚 

こ
の
地
域
の
浸
水
を

防
ぐ
に
は
、
河
川
浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

と

河か

道ど
う

掘く
っ

削さ
く

と
遊
水
地
が
必
要

だ
が
、
そ
の
た
め
の
治
水
計

画
が
必
要
と
思
う
が
。

建
設
部
長 

治
水
計
画
に
つ

い
て
は
調
査
を
し
て
い
る
。

新
興
住
宅
地
に
つ
い
て
は
、

浸
水
区
域
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
て
い
く
。

芦
塚 

武
雄
市
で
は
、
嵩か

さ
上あ

げ
補
助
を
利
用
し
約
２
０
０

件
の
改
修
工
事
を
し
て
い
る
。

浸
水
に
対
し
て
嵩か
さ

上あ

げ
等
の

補
助
等
が
で
き
な
い
か
。

総
務
・
防
災
課
長 

国
・
県

の
支
援
が
な
い
の

で
、
新
規
の
補
助

事
業
は
難
し
い
。

芦
塚 

武
雄
市
は

浸
水
被
害
に
関
し

て
浚
し
ゅ
ん

渫せ
つ

は
５
年
計

画
で
堤
防
等
は
、

短
期
・
中
期
・
長

期
20
年
の
治
水
計

画
を
建
て
「
床
上

浸
水
ゼ
ロ
」
を
目

指
す
計
画
を
８
月

に
出
し
て
い
る
。

当
市
も
治
水
計
画
を
立
て
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

建
設
部
長 

治
水
対
策
に
関

し
て
は
調
査
を
行
い
県
の
知

事
要
望
に
明
記
し
て
い
る
。

山
口 

温
泉
の
水
位
低
下
の

回
復
は
ど
れ
位
か
。
ま
た
資

料
の
グ
ラ
フ
を
見
て
水
位
の

レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
、
揚
湯
量
の

レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
は
ど
の
位
か
。

市
長 

昨
年
夏
と
比
較
し
て

も
高
い
水
準
で
あ
り
、
今
後

と
も
事
業
者
と
連
携
し
な
が

ら
揚
湯
量
を
抑
え
て
い
く
。

観
光
商
工
課
長 

ど
の
グ
ラ

は
ど
の
ぐ
ら
い
な
の
か
。
ま

た
、
水
位
の
最
低
の
ラ
イ
ン

は
ど
こ
な
の
か
と
い
う
の
を

質
問
し
て
い
る
。

副
市
長 

あ
く
ま
で
も
最
低

ラ
イ
ン
が
ど
こ
な
ん
だ
と
、

そ
し
て
ま
た
、
日
量
の
揚
湯

量
が
幾
ら
な
ん
だ
と
い
う
と

こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
本
当
に

推
測
で
し
か
な
い
。
た
だ
高

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
デ
ー
タ
に

つ
い
て
は
、
源
泉
所
有
者
の

も
の
と
考
え
て
い
る
。

山
口 
配
湯
を
受
け
て
い
る

人
た
ち
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

資
料
内
容
と
い
う
も
の
を
ど

こ
ま
で
分
か
っ
て
お
ら
れ
る

の
か
。

副
市
長 

配
湯
会
社
か
ら
、

し
っ
か
り
と
個
人
へ
も
説
明

も
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
そ
の
部
分
が
ま
だ

研
究
で
き
て
い
な
い
の
で
、

そ
の
辺
り
を
含
め
て
考
え
て

い
く
。

　
茶
業
振
興
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

山口 虎太郎 議員 芦塚 典子 議員

屋根・外壁工事に補助を

補助制度があれば
利用したい答

▲ 観光地のシンボルはきれいに！

補
正
予
算

議
案
の
な
か
み

事
業
の
な
か
み

決
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山
口 

塩
田
町
の
ス
ー
パ
ー

が
８
月
末
で
閉
店
と
な
っ
た

が
、
テ
ナ
ン
ト
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
に
入
居
を
促
進
す
る

よ
う
な
交
付
金
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

副
市
長 

個
人
の
持
ち
物
で
、

テ
ナ
ン
ト
料
が
発
生
す
る
こ

と
か
ら
難
し
い
と
考
え
た
。

山
口 

民
間
の
施
設
で
あ
っ

て
も
企
業
誘
致
奨
励
金
を
交

付
さ
れ
て
お
り
、
新
し
い
交

付
金
を
作
り
上
げ
て
も
よ

か
っ
た
と
考
え
る
。
地
域
住

民
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題
で

先
行
き
に
不
安
を
感
じ
ら
れ

て
お
り
、
ま
た
、
テ
ナ
ン
ト

を
所
有
す
る
民
間
事
業
者
も

公
共
的
な
視
点
で
店
舗
の
誘

致
を
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
が
積
極
的
に
関

わ
っ
て
対
策
等
を
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長 

一
度
、
店
舗
の
本
部

を
訪
問
し
、
閉
店
に
至
っ
た

経
緯
を
伺
い
、
そ
の
後
の
展

開
と
し
て
違
っ
た
形
の
店
舗

展
開
も
含
め
て
協
議
が
で
き

な
い
か
と
伝
え
た
。
一
方
で
、

テ
ナ
ン
ト
の
所
有
者
の
ほ
う

と
し
て
は
、
新
店
舗
の
誘
致

活
動
を
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
そ
れ
で
、
別
々
に
動
い
て

い
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

所
有
者
側
で
、
も
し
出
店
の

意
向
が
あ
れ
ば
、
我
々
は
協

力
を
し
ま
す
と
言
っ
て
い
る
。

国
道
４
９
８
号
に
つ
い
て

山
口 

昨
年
の
６
月
に
佐
賀

県
が
国
道
４
９
８
号
、
鹿
島

市
を
起
点
と
し
て
嬉
野
市
、

武
雄
市
等
を
経
由
す
る
広
域

幹
線
道
路
の
ル
ー
ト
帯
を
示

さ
れ
て
い
る
。
中
心
地
が
空

洞
化
す
る
よ
う
な
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
嬉
野
市
に
と
っ

て
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
よ
う
な

要
望
、
協
議
が
必
要
に
な
る

と
考
え
る
が
。

建
設
課
長 

塩
田
町
の
中
心

地
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
、

観
光
、
企
業
誘
致
、
災
害
の

時
に
も
、
す
ぐ
遠
方
に
通
り

抜
け
で
き
る
よ
う
な
、
そ
う

い
っ
た
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

備
も
要
望
し
て
い
き
た
い
。

駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

山
口 

令
和
７
年
で
、
駅
前

整
備
の
第
２
フ
ェ
ー
ズ
の
完

了
期
間
で
あ
る
。
市
民
の
意

見
を
聴
く
と
か
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

滞
っ
た
理
由
な
ど
、

全
体
を
総
括
し
た

上
で
次
に
繋
げ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

新
幹
線
・
ま
ち

づ
く
り
課
長

　
設
備
が
全
部
で

き
た
段
階
で
評
価

を
す
る
と
い
う
こ

と
も
方
法
の
一
つ

で
は
な
い
か
な
と

考
え
て
い
る
。

フ
を
参
考
に
さ
れ
て
い
る
の

か
わ
か
ら
な
い
が
、
昨
年
度

の
最
低
レ
ベ
ル
よ
り
も
下
が

ら
な
い
施
策
を
源
泉
所
有
者

の
方
々
と
協
力
し
て
進
め
て

い
く
。

山
口 

観
光
課
の
管
理
と
し

て
当
然
分
析
す
る
べ
き
こ
と

で
は
な
い
か
。

　
揚
湯
量
の
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン

さ
が
ど
れ
く
ら
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
標
高
で
は

な
く
市
が
管
理
を
し
て
い
る

源
泉
の
Ｇ
Ｌ
（
地
表
面
）
か

ら
マ
イ
ナ
ス
32
ｍ
と
い
う
こ

と
で
考
え
て
い
る
。

山
口 

源
泉
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
デ
ー
タ
を
情
報
公
開
に
て

共
有
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

観
光
商
工
課
長 

あ
く
ま
で

を
さ
れ
て
い
る
状
況
だ
と
認

識
し
て
い
る
。

山
口 

市
長
が
主
宰
さ
れ
て

い
る
源
泉
所
有
者
会
議
と
産

業
建
設
常
任
委
員
会
か
ら
出

し
た
集
中
管
理
に
つ
い
て
の

考
え
方
は
。

観
光
戦
略
統
括
監 

源
泉
の

保
護
を
最
優
先
に
考
え
て
い

る
。
ま
た
源
泉
集
中
管
理
に

山口 卓也 議員

店舗誘致に市が積極
的に関わるべきでは

テナント所有者で誘致
活動をされている答 昨年夏と比較し

高い水準である答

温泉の水位低下の
回復状況は

▲ 身近に買い物できる場所を ▲ 温泉資源保護対策を急げ
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阿
部 

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の

切
り
替
え
に
よ
り
、
国
保
税

滞
納
世
帯
の
窓
口
負
担
は
ど

う
な
る
の
か
。

市
長 

特
別
な
理
由
が
な
い

限
り
、
窓
口
負
担
金
は
一
般

と
同
様
に
３
割
と
な
る
。

健
康
づ
く
り
課
長 

１
年
間

支
払
い
が
な
く
、
申
し
出
も

な
い
場
合
は
審
議
会
を
開
き

通
知
を
す
る
。
支
払
い
が
困

難
な
場
合
は
内
容
を
検
討
し

状
況
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
。

阿
部 

国
保
世
帯
へ
の
特
別

な
事
情
の
申
し
出
の
措
置
に

つ
い
て
の
周
知
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。

市
民
福
祉
部
長 

生
活
困
窮

時
に
か
か
わ
る
相
談
は
随
時

受
付
け
て
い
る
。
困
っ
た
時

は
電
話
を
し
て
欲
し
い
。

平
和
の
取
組
み
に
つ
い
て

阿
部 

非
核
宣
言
自
治
体
で

あ
る
本
市
の
平
和
行
政
に
つ

い
て
伺
う
。

総
務
・
防
災
課
長 

核
兵
器

の
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
の

実
現
を
目
的
と
し
た
平
和
首

長
会
議
に
加
盟
し
て
い
る
。

阿
部 

塩
田
中
央
公
園
に
非

核
三
原
則
の
看
板
の
と
こ
ろ

が
被
り
木
に
な
っ
て
い
る
が
。

総
務
・
防
災
課
長 

現
地
確

認
し
て
対
応
し
た
い
。

阿
部 

市
や
学
校
の
平
和
教

育
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長 
修
学
旅
行
で
戦
争

体
験
者
の
講
話
、
資
料
館
の

見
学
、
ま
た
語
り
部
の
活
動

な
ど
を
通
し
て
の
学
び
を

行
っ
て
い
る
。

阿
部 

市
は
政
府
に
、
核
兵

器
禁
止
条
約
に
参
加
す
る
よ

う
求
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長 

核
兵
器
廃
絶
だ
け
は

絶
対
に
実
現
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
国
に
向
け
て
核
兵

器
の
禁
止
条
約
の
批
准
と
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
強
く
訴

え
た
い
。

阿
部 

オ
ス
プ
レ
イ
低
空
飛

行
に
つ
い
て
、
住
民
へ
の
説

明
会
を
開
く
こ
と
を
要
請
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

総
務
・
防
災
課
長 

状
況
を

見
な
が
ら
判
断
し
、
今
後
九

州
防
衛
局
に
丁
寧
な
説
明
を

求
め
る
。

学
校
給
食
費
無
償
化
に
つ

い
て

阿
部 

国
は
令
和
８
年
度
に

給
食
費
無
償
化
の
方
針
を
示

し
て
い
る
。
国
の

実
施
を
待
た
ず
、

市
で
の
無
償
化
に

踏
み
切
る
考
え
は

あ
る
か
。

教
育
長 

市
の
単

独
財
源
で
は
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。

田
中 

米
の
増
産
体
制
に
か

じ
を
切
る
と
い
う
報
道
が
な

さ
れ
た
が
、
市
の
考
え
を
伺

う
。市

長 

国
、
県
の
施
策
な
ど

も
踏
ま
え
適
切
な
対
処
を
し

て
い
く
。
乾
田
直
播
き
を
進

め
る
な
ど
省
力
化
、
生
産
性

の
向
上
に
努
め
て
い
る
。
国

土
涵
養
や
食
糧
安
全
保
障
の

割
強
が
加
入
す
る
意
向
で
あ

る
。
建
設
に
は
、
か
な
り
巨

額
な
事
業
費
と
な
る
が
市
と

し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、

支
援
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

市
長 

米
生
産
者
も
厳
し
い

中
で
ぎ
り
ぎ
り
の
経
営
で
あ

る
。
そ
の
中
で
巨
額
な
投
資

を
し
て
の
安
定
生
産
と
な
れ

ば
、
負
担
を
ど
れ
だ
け
抑
え

は
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

腹
落
ち
感
の
あ
る
負
担
を
示

す
。田

中 
水
稲
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ニ
シ
の
被
害
が
拡
大
し
て
い

る
。
今
後
、
市
の
対
応
は
ど

う
す
る
の
か
。

農
業
政
策
課
長 
薬
剤
散
布

費
用
に
助
成
を
行
っ
た
自
治

体
も
あ
る
。
事
例
を
参
考
に

に
つ
い
て
は
地
元
に
お
願
い

し
、
路
面
補
修
な
ど
に
つ
い

て
は
市
が
行
っ
て
い
る
。

田
中 

内
野
か
ら
下
宿
ま
で

の
指
定
農
道
に
つ
い
て
は
、

生
活
道
路
と
し
て
交
通
量
も

多
く
通
学
路
に
も
な
っ
て
い

る
。
子
供
達
の
通
学
や
通
行

の
安
全
を
確
保
す
る
為
道
路

拡
幅
な
ど
検
討
す
べ
き
と
思

れ
ば
や
っ
て
い
き
た
い
。

田中 政司 議員 阿部 愛子 議員

国保税滞納世帯の対応は

市役所に相談を答

▲ 暮らしの困りごとは窓口へ
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う
が
如
何
か
。

農
林
整
備
課

長 

拡
幅
の
検

討
は
続
け
て
い

き
た
い
。
除
草

作
業
に
つ
い
て

は
、
防
草
シ
ー

ト
な
ど
の
支
給

で
地
元
の
施
工

協
力
が
得
ら
れ

大
串 

近
年
の
夏
季
の
気
温

上
昇
は
著
し
く
、
市
民
の
健

康
と
安
全
を
守
る
こ
と
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
特
に
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
、
児
童
・
生
徒
が
長
時

間
を
過
ご
す
学
校
施
設
の
体

育
館
に
空
調
設
備
の
導
入
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

教
育
長 

体
育
館
へ
の
空
調

設
備
の
必
要
性
は
強
く
感
じ

て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
具

体
的
な
計
画
は
な
い
。

　
教
育
部
局
で
は
、
施
設
の

耐
震
化
な
ど
の
問
題
を
抱
え

て
お
り
、
総
合
的
に
判
断
し

て
、
首
長
部
局
と
相
談
を
し

て
い
く
。

大
串 

学
校
の
長
寿
命
化
計

画
の
中
に
、
空
調
設
備
の
導

入
計
画
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

教
育
部
長 

現
在
、
大
草
野

小
学
校
の
長
寿
命
化
の
計
画

を
実
施
し
て
い
る
段
階
で
あ

る
が
、
新
聞
で
も
報
道
が

あ
っ
た
よ
う
に
、
本
市
に
お

い
て
も
長
寿
命
化
改
良
事
業

に
つ
い
て
の
内
定
時
点
で
の

採
択
が
保
留
さ
れ
て
お
り
、

財
源
の
確
保
が
で
き
な
い
と

い
う
と
こ
ろ
で
大
変
苦
慮
を

し
て
い
る
。

　
こ
の
様
な
状
況
で
、
体
育

館
等
に
空
調
設
備
を
つ
け
た

い
と
い
う
思
い
は
あ
る
が
、

学
校
自
体
に
予
算
が
確
保
で

き
て
い
な
い
状
況
を
鑑
み
る

と
、
動
け
な
い
現
状
が
あ
る
。

大
串 

災
害
時
の
避
難
所
と

し
て
の
機
能
強
化
の
た
め
に

も
空
調
設
備
の
導
入
は
必
要

で
は
な
い
の
か
。

総
務
・
防
災
課
長 

多
く
の

避
難
者
を
受
け
入
れ
る
必
要

が
あ
る
事
態
に
至
っ
た
場
合

は
、
や
は
り
体
育
館
を
避
難

所
と
し
て
開
設
す
る
こ
と
は

大
変
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
避
難
者
が
不
快
と
な
ら
な

い
環
境
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
、
体
育
館
の
空
調
設
備

は
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
は
、
体
育
館
機
能
を

備
え
る
避
難
所
の
開
設
が
必

要
な
場
合
は
、
空
調
設
備
を

備
え
て
い
る
社
会
文
化
会
館

リ
バ
テ
ィ
、
嬉
野
市
中
央
体

育
館U

-Spo

（
ユ
ー
ス
ポ
）

を
避
難
所
と
し
て
優
先
的
に

開
設
し
て
い
る
。

大
串 

市
民
の
健
康
と
安
全

を
守
る
長
と
し
て
、
学
校
施

設
の
体
育
館
に
空
調
設
備
を

導
入
す
る
計
画
を
早
急
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長 

必
要
性
自
体
は
十
分

に
認
識
を
し
て
お
り
、
全
て

に
お
い
て
空
調
が
整
う
こ
と

が
理
想
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
国
も
肝
煎
り

で
空
調
設
備
を

入
れ
て
い
く
全

体
的
な
方
針
を

示
し
て
い
る
こ

と
も
踏
ま
え
て
、

考
慮
す
る
。

観
点
か
ら
も
水
田
を
守
っ
て

い
く
事
は
欠
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
施
策
で
あ
り
、
本
市

に
お
い
て
も
食
糧
増
産
に
寄

与
し
て
い
き
た
い
。

田
中 

市
内
の
共
同
乾
燥
調

整
施
設
が
施
設
の
老
朽
化
に

伴
い
、
市
内
全
体
で
の
再
編

統
合
の
協
議
が
な
さ
れ
て
い

る
。
現
施
設
加
入
者
の
約
８

て
い
く
か
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
。
国
、
県
の
補
助
が
合

わ
せ
て
６
割
で
残
り
４
割
を

ど
う
し
て
い
く
の
か
が
課
題

に
な
る
。
立
地
場
所
や
再
編

規
模
な
ど
決
定
し
て
は
い
な

い
が
、
自
治
体
を
超
え
て
連

携
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
自

治
体
間
の
協
議
の
中
で
、
何

か
で
き
な
い
か
と
い
う
考
え

支
援
策
の
研
究
を
行
っ
て
い

く
。

指
定
農
道
の
維
持
管
理
に

つ
い
て

田
中 

指
定
農
道
の
維
持
管

理
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

農
林
整
備
課
長 

日
常
管
理

大串 友則 議員

学校施設の体育館に
空調設備の導入を

国の方針も踏まえて
考慮する答 腹落ち感のある

負担を示す答

共乾施設再編への
支援は

▲ 老朽化が進むライスセンター▲ 学びのための環境整備を！
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増
田 

指
定
管
理
制
度
の
定

義
は
。

市
長 

多
様
化
す
る
市
民
に

よ
り
、
効
果
的
、
効
率
的
に

対
応
す
る
た
め
公
の
施
設
の

管
理
に
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
経
費
の
削
減
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

増
田 
令
和
８
年
度
か
ら
の

指
定
管
理
事
業
者
の
募
集
が

行
わ
れ
て
い
る
（
志
田
焼
の

里
博
物
館
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の

湯
、
茶
業
研
修
施
設
）
施
設

の
人
件
費
に
お
け
る
算
定
根

拠
を
伺
う
。

観
光
商
工
課
長 

志
田
焼
の

里
博
物
館
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の

湯
の
館
長
は
、
公
民
館
長
の

報
酬
（
給
料
）
を
適
用
し
、

そ
の
他
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬

（
給
料
）
を
適
用
し
て
い
る
。

茶
業
振
興
課
長 

茶
業
研
修

施
設
に
つ
い
て
は
、
専
門
的

な
知
識
を
有
す
る
者
を
雇
用

す
る
た
め
、
職
員
給
与
を
適

用
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
ス

タ
ッ
フ
は
、
会
計
年
度
任
用

職
員
報
酬
（
給
料
）
を
適
用

し
て
い
る
。

増
田 

指
定
管
理
施
設
は
他

に
も
あ
る
が
、
人
件
費
の
基

準
は
あ
る
か
。

財
政
課
長 

人
件
費
、
物
件

費
に
関
す
る
統
一
的
な
単
価

は
定
め
て
い
な
い
。
各
指
定

管
理
者
が
提
出
す
る
事
業
計

画
書
や
収
支
予
算
書
に
基
づ

い
て
個
別
に
算
定
さ
れ
る
。

　
地
域
や
時
期
に
よ
っ
て
変

動
し
、
市
場
価
格
を
反
映
し

た
適
正
な
価
格
が
求
め
ら
れ

る
。
一
律
単
価
を
適
用
す
る

こ
と
は
現
実
的
で
な
い
。

増
田 

指
定
管
理
業
者
と
市

と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

財
政
課
長 

対
話
、
対
等
、

目
標
共
有
、
ア
イ
デ
ィ
ア
保

護
と
透
明
性
の
確
保
、
役
割

分
担
と
責
任
の
明
確
化
を
具

現
化
す
る
カ
ギ
と
な
る
。

増
田 

第
三
者
評
価
の
導
入

は
で
き
な
い
か
。

財
政
課
長 

第
三
者
評
価
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
業
務
の
遂
行

状
況
や
成
果
を
外
部
に
公
開

す
る
こ
と
で
施
設
運
営
の
透

明
性
を
た
か
め
改
善
点
や
課

題
が
明
確
に
な
り
、
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
が
、

コ
ス
ト
と
時
間
を
要
す
る
。

市
と
指
定
管
理
者
は
、
良
好

な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

り
運
営
が
で
き
て
い
る
。
導

入
に
つ
い
て
は
、
必
要
性

に
つ
い
て
も
研
究
は
し
て

い
き
た
い
。

・�

人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
の
公
表
に
つ
い
て

・
会
議
の
公
開
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

宮
㟢 

市
内
小
・
中
学
校
に

お
い
て
、
平
和
集
会
等
を
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
平

和
学
習
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
う
。

教
育
長 

市
内
の
小
・
中
学

校
で
は
、
毎
年
平
和
集
会
、

人
権
集
会
に
お
い
て
、
平
和

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
設

け
て
い
る
。
こ
の
集
会
を
通

代
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
の
平
和

教
育
、
平
和
学
習
を
行
う
べ

き
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

教
育
長 

小
学
校
は
心
理
的

に
見
る
と
児
童
心
理
が
影
響

を
し
、
中
学
生
に
な
る
と
青

年
心
理
が
影
響
し
て
く
る
。

そ
こ
ら
辺
を
加
味
し
た
上
で

嬉
野
流
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

つ
く
る
段
階
に
来
て
い
る
と

た
要
因
が
宗
教
、
領
土
、
資

源
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
乖
離
、

歴
史
的
対
立
、
政
治
的
、
経

済
的
、
貧
困
等
、
様
々
な
こ

と
が
絡
み
合
っ
て
起
因
し
て

い
る
。
本
来
、
戦
争
・
紛
争

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
う
の
を

多
角
的
に
理
解
す
る
方
法
を
、

義
務
教
育
の
最
終
学
年
を
め

ど
に
、
深
く
触
れ
る
機
会
を

分
事
と
し
て
捉
え
て
も
ら
え

る
よ
う
な
教
育
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

・�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

つ
い
て

・�

米
国
の
関
税
措
置
の
市
内

企
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て

・�
市
長
選
出
馬
意
思
に
つ
い

そ
の
他
の
質
問

て

宮㟢 良平 議員 増田 朝子 議員

指定管理人件費の基準は

個別に算定される答

▲ 指定管理となったキャンプ場

補
正
予
算

議
案
の
な
か
み

事
業
の
な
か
み

決
　
算
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情
・
意
見
書
・
賛
否
表

一
般
質
問

委
員
会
活
動

ト
ピ
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ク
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し
て
、
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。

平
和
学
習
は
主
に
社
会
科
あ

る
い
は
総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
計
画
的
に
進
め
て
い
る
。

宮
㟢 

義
務
教
育
期
間
に
一

年
一
年
大
き
く
成
長
の
変
化

が
あ
る
中
で
、
感
性
豊
か
な

子
ど
も
た
ち
に
適
切
な
教
材

で
、
成
長
に
合
わ
せ
た
各
年

強
く
感
じ
て
い
る
。

宮
㟢 

命
の
尊
さ
、
戦
争
の

悲
惨
さ
、
ま
た
平
和
の
尊
さ

を
し
っ
か
り
と
学
ぶ
こ
と
は

大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
が
、

本
当
の
意
味
で
の
平
和
教
育

と
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

ど
の
よ
う
な
時
代
背
景
で
、

ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
人
間

は
戦
争
を
起
こ
す
の
か
。
ま

つ
く
る
こ
と
が
、
平
和
の
実

現
と
か
維
持
の
た
め
に
大
事

だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

市
長 

学
校
教
育
の
現
場
に

お
い
て
も
、
現
場
の
自
主
性

を
尊
重
し
つ
つ
も
、
や
は
り

近
現
代
史
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
く
必
要
も
あ
る
。

民
族
の
対
立
、
今
起
き
て
い

る
紛
争
も
、
し
っ
か
り
と
自

嬉野流のカリキュラムを
つくる段階に来ている答

成長に合わせた平和教
育・平和学習の見解は

▲ 平和教育の多角化を

令
和
７
年

第
４
回
定
例
会（
12
月
）

会
期
日
程（
案
）

開
会�

12
月
2
日

常
任
委
員
会�

12
月
3
日
、
4
日

議
案
質
疑�

12
月
9
日
、
10
日

一
般
質
問�

12
月
11
日
、
12
日
、
15
日

討
論
・
採
決
、
閉
会�

12
月
17
日

あ
な
た
も
市
議
会
議
員
へ
立
候
補
し
ま
せ
ん
か
‼

　
令
和
８
年
１
月
に
、
４
年
に
１
度
の
嬉
野
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
現
在
の
定
数
は
16
名
で
、
議
員
の
任
期
は
４
年
間
で
す
。
現
在
全
国
的
に
議
員

の
な
り
手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
議
員
の
仕
事
は
、
議
会
に
お
い
て
予

算
や
条
例
の
審
議
・
議
決
や
一
般
質
問
な
ど
を
通
し
て
、
市
民
の
意
見
や
要
望
を

行
政
に
届
け
る
な
ど
嬉
野
市
の
課
題
や
よ
り
良
い
市
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。嬉

野
市
長
選
挙
・
嬉
野
市
議
会
議
員
選
挙

告
示
日　
令
和
８
年
１
月
18
日
（
日
）

投
票
日　
令
和
８
年
１
月
25
日
（
日
）

　
吉
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
行
わ
れ
た

「
吉
田
壁
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

佐
賀
市
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ミ
ヤ

ザ
キ
ケ
ン
ス
ケ
さ
ん
と
吉
田
小
学
校
・

中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
作
品

を
作
り
上
げ
ま
し

た
。
壁
画
は
吉
田

公
民
館
の
向
か
い

の
駐
車
場
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。

今回の表紙

補
正
予
算

議
案
の
な
か
み

事
業
の
な
か
み

決
　
算

陳
情
・
意
見
書
・
賛
否
表

一
般
質
問

委
員
会
活
動

ト
ピ
ッ
ク
ス
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委員会レポート

動 く ！！ 委 員 会

調
査
理
由

　
本
市
の
行
財
政
運
営
の
参
考
と
す
る

た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
見
直
し

や
地
方
分
権
改
革
等
の
国
の
動
向
等
に

つ
い
て
、
ま
た
「
１
０
３
万
円
の
壁
」

「
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
」
等
に
係
る
経

済
・
財
政
面
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て

総
務
省
及
び
財
務
省
に
て
調
査
し
た
。

ま
た
、
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
の
参
考

と
す
る
た
め
千
葉
県
市
川
市
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
等
の
取
組
状
況
を
調
査
し

た
。委

員
会
の
意
見

　
総
務
省
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

が
地
方
の
維
持
発
展
に
必
要
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
、
地
方
に
配
慮
し
た

制
度
設
計
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
要

望
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
財
務
省
で
は

「
１
０
３
万
円
の
壁
」「
ガ
ソ
リ
ン
暫
定

税
率
」「
消
費
減
税
」
等
に
つ
い
て
、

見
解
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
両
省
庁

と
の
意
見
交
換
の
機
会
は
有
意
義
な
も

の
で
あ
っ
た
。
最
終
的
に
は
、
国
民
が

豊
か
に
暮
ら
し
や
す
く
、
そ
し
て
、
国

の
経
済
財
政
が
上
向
く
よ
う
な
方
向
性

と
な
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　
市
川
市
で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
方
の
利
便
性
を
追

求
す
る
た
め
に
、
職
員
の
新
し
い
行
政

窓
口
へ
順
応
す
る
改
善
努
力
の
積
み
重

ね
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
市

に
お
い
て
も
運
用
開
始
し
て
か
ら
も
常

に
改
善
意
識
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
、
市
民
が
利
用
し
や
す
い
行
政

窓
口
の
実
現
に
向
け
努
力
さ
れ
た
い
。

市
民
目
線
の
改
革
に
繋
が
る
視
点
と
Ｄ

Ｘ
等
の
技
術
を
活
用
し
た
職
員
の
働
き

方
改
革
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
実

現
す
る
と
い
う
視
点
を
根
底
に
持
ち
な

が
ら
、
様
々
な
取
組
み
を
推
進
さ
れ
た

い
。

「
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
」総

務
企
画
常
任
委
員
会

●

●

●

●

調
査
理
由

　
嬉
野
温
泉
で
は
昨
年
、
源
泉
の
平
均

水
位
は
過
去
最
低
を
記
録
し
て
い
る
。

各
旅
館
の
努
力
や
県
か
ら
の
指
導
に
よ

り
、
現
在
徐
々
に
水
位
は
回
復
し
て
い

る
状
況
に
あ
る
と
当
市
議
会
に
も
報
告

さ
れ
て
い
る
。

　
温
泉
枯
渇
化
へ
の
対
応
や
配
湯
量
の

安
定
化
な
ど
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に

も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
神
奈
川
県
湯
河

原
町
営
温
泉
集
中
管
理
の
状
況
を
調
査

し
た
。

委
員
会
の
意
見

　
昨
年
は
、
限
界
と
も
い
え
る
揚
湯
量

の
増
加
に
よ
り
、
水
位
低
下
の
問
題
が

顕
在
化
し
た
。
湯
溜
ま
り
の
水
位
が
地

下
40
ｍ
と
な
っ
た
こ
と
で
県
に
よ
る
揚

湯
量
の
指
導
が
入
り
、
使
用
者
が
源
泉

の
利
用
を
抑
え
る
事
態
と
な
っ
た
。

　
嬉
野
温
泉
は
、
限
り
あ
る
温
泉
資
源

の
適
正
な
利
用
・
資
源
の
保
護
を
進
め

る
と
い
う
重
要
な
課
題
が
あ
る
。
そ
の

た
め
の
手
法
と
し
て
、
神
奈
川
県
が

行
っ
て
い
る
温
泉
特
別
保
護
地
域
な
ど

の
指
定
が
行
え
る
よ
う
、
佐
賀
県
温
泉

法
施
行
細
則
の
改
正
を
求
め
る
と
と
も

に
、
老
朽
管
か
ら
の
漏
湯
問
題
を
踏
ま

え
、
源
泉
集
中
管
理
に
向
け
て
、
温
泉

利
用
条
例
等
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
温
泉
資
源
を
ど
う
守
り
活
か
す
か
に

関
し
て
は
、
例
え
ば
温
泉
課
を
設
置
し

神
奈
川
県
な
ど
の
温
泉
保
護
対
策
に
つ

い
て
研
究
し
、
湯
河
原
町
温
泉
事
業
経

営
戦
略
に
学
び
、
源
泉
の
集
中
管
理
に

関
し
て
は
、
ま
ず
は
、
関
係
者
と
の
早

急
な
協
議
の
場
を
設
け
る
べ
き
だ
と
考

え
る
。

「
温
泉
資
源
に
つ
い
て
」

産
業
建
設
常
任
委
員
会

●

●

●

●

▲ 行財政について学ぶ

▲ 集中管理の施設にて（湯河原町）

補
正
予
算

議
案
の
な
か
み

事
業
の
な
か
み

決
　
算

陳
情
・
意
見
書
・
賛
否
表

一
般
質
問

委
員
会
活
動

ト
ピ
ッ
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調
査
理
由

　
高
齢
化
が
進
む
中
に
お
い
て
、
医

療
費
を
で
き
る
だ
け
抑
制
す
る
視
点

は
重
要
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
予
防
医

学
的
な
取
組
み
が
今
後
さ
ら
に
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。 

今
回

は
、
市
民
の
運
動
の
習
慣
化
を
目
標

に
掲
げ
、
産
官
学
連
携
の
も
と
持
続

可
能
な
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
滋
賀
県
湖
南
市
の
取
組
み
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
た
。

委
員
会
の
意
見

　
市
民
に
対
し
、
健
康
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
の
運
動
す
る
意
識
の
醸
成

を
高
め
、
予
防
医
学
の
一
翼
を
担
う

事
業
の
実
践
に
向
け
て
取
り
組
む
に

あ
た
り
今
後
は
、
嬉
野
市
に
お
い
て

も
産
官
学
連
携
で
の
エ
ビ
デ
ン
ス
の

活
用
や
民
間
活
力
を
取
り
込
ん
だ
健

康
づ
く
り
と
い
う
視
点
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。
産
官
学
連

携
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
は
、
現
在

嬉
野
市
が
結
ば
れ
て
い
る
連
携
協
定

の
内
容
の
見
直
し
や
地
域
の
学
術
機

関
と
の
連
携
も
含
め
た
取
組
み
を
熟

考
す
べ
き
で
あ
る
。
事
業
費
に
つ
い

て
懸
念
さ
れ
る
が
、
国
の
補
助
金
等

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
嬉
野
市
の
課
題
で
も
あ
る
医
療

費
抑
制
の
た
め
、
運
動
の
習
慣
化
等

の
予
防
医
学
的
な
健
康
増
進
に
向
け

た
事
業
の
推
進
に
努
め
る
べ
き
で
あ

る
。

「
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
」

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

●

●

●

●▲ 湖南市での調査

付託事件名 付託委員会名 付託期間

各期の議会の会期日程等の議会運営に関する事項及び
議長の諮問に関する事項 議会運営委員会 次期定例会まで

議会の活性化を図るための調査研究 議会活性化特別委員会 調査終了まで

議会広報の編集発行に係る調査研究 議会広報編集特別委員会 調査終了まで

市庁舎のあり方に関する調査研究 市庁舎検討特別委員会 調査終了まで

議会 ICT 化の推進に係る調査研究 議会 ICT 化の推進に係る特別委員会 調査終了まで

閉会中の委員会審査（調査）付託案件
令和７年第３回定例会

　
嬉
野
市
議
会
で
は
、
文

教
福
祉
常
任
委
員
会
か
ら

報
告
さ
れ
た
提
言
事
項
を

議
会
か
ら
の
提
出
と
す
る

こ
と
を
決
定
し
、
市
に
対

し
提
言
書
を
提
出
し
た
。

「
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

提
言
書
」

提
言
理
由

　
今
後
、
全
市
民
を
対
象

と
し
た
予
防
医
学
的
な
取

組
み
も
含
め
、
更
な
る
健

康
づ
く
り
へ
の
気
運
の
醸

成
と
取
組
み
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
る
た

め
。提

言
１　
市
民
の
健
康
づ
く
り

を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く

た
め
、
担
当
課
は
も
と
よ

り
他
部
局
と
の
組
織
横
断

的
連
携
に
重
点
を
置
き
実

施
さ
れ
る
こ
と
。

２　
健
診
（
検
診
）
等
に

お
い
て
幅
広
い
デ
ー
タ
を

取
得
・
解
析
し
、
新
た
な

健
康
づ
く
り
事
業
へ
の
展

開
と
医
療
機
関
と
の
連
携

に
努
め
る
こ
と
。

３　
健
康
づ
く
り
の
た
め

運
動
を
行
う
事
業
の
展
開

や
市
民
が
健
康
増
進
に
日

常
か
ら
関
心
を
寄
せ
ら
れ

る
よ
う
、
血
圧
計
や
体
組

成
計
な
ど
の
設
置
を
行
い

健
康
状
態
が
気
軽
に
見
え

る
化
で
き
る
環
境
整
備
に

努
め
る
こ
と
。

４　
民
間
企
業
と
の
連
携

や
デ
ー
タ
分
析
、
ま
た
、

エ
ビ
デ
ン
ス
に
も
と
づ
い

た
健
康
増
進
事
業
の
実
践

に
向
け
、
大
学
等
の
教
育

機
関
と
も
協
働
し
た
産
・

官
・
学
連
携
の
健
康
づ
く

り
施
策
の
実
践
を
行
う
こ

と
。

議
会
か
ら
の
提
言

補
正
予
算

議
案
の
な
か
み

事
業
の
な
か
み

決
　
算

陳
情
・
意
見
書
・
賛
否
表

一
般
質
問

委
員
会
活
動

ト
ピ
ッ
ク
ス
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今
回
の
と
き
の
人
は
、
嬉
野
市
在
住
の

作
家
・
愛
野
史
香
さ
ん
で
す
。
薬
剤
師
と

作
家
の
二
刀
流
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
愛
野

さ
ん
は
、
２
０
２
４
年
５
月
に
、
第
16
回

角
川
春
樹
賞
を
受
賞
し
、
同
年
10
月
に
受

賞
作
『
あ
の
日
の
風
を
描
く
』
で
デ

ビ
ュ
ー
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
受
賞
作
を
書
か
れ
た
き
っ
か
け
は
。

愛
野
さ
ん
：

福
岡
の
救
急

病
院
で
働

き
、
コ
ロ
ナ

禍
で
疲
れ
が

た
ま
り
仕
事

を
辞
め
て
嬉
野
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

受
賞
し
た
と
き
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、

嬉
野
で
は
何
を
し
て
い
た
か
と
聞
か
れ

て
、「
無
職
だ
っ
た
の
で
、
失
業
手
当

を
貰
い
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
き
な
が

ら
書
き
ま
し
た
。」（
笑
）
と
答
え
ま
し

た
。

Ｑ
プ
ロ
を
目
指
し
た
の
は
い
つ
。

愛
野
さ
ん
：
応
募
す
る
１
～
２
年
前
か
ら

考
え
ま
し
た
。
行
動
に
移
し
た
の
は
、

実
家
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
で
す
。

Ｑ
受
賞
し
た
こ
と
で
誰
が
一
番
喜
ん
で

い
ま
し
た
か
。

愛
野
さ
ん
：
亡
く
な
っ
た
祖
母
が
一
番
喜

ん
で
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
両
親
は
、

受
賞
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
驚
い
て
い
ま
し
た
。

Ｑ
文
学
的
な
面
は
、
家
族
の
影
響
？

愛
野
さ
ん
：
中
学
生
の
頃
か
ら
、
母
や
兄

が
買
っ
た
本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。
兄

の
影
響
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
受
賞
後
の
環
境
の
変
化
は
？

愛
野
さ
ん
：
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
変
わ
り
ま
し

た
。
出
版
業
界
、
本
屋
さ
ん
、
新
聞
社

な
ど
交
流
が
増
え
ま
し
た
。
嬉
野
へ

帰
っ
て
い
た
事
を
あ
ま
り
言
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
受
賞
が
き
っ
か
け
で
友

達
に
も
バ
レ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。（
笑
）

Ｑ
作
家
と
し
て
の
仕
事
は
。

愛
野
さ
ん
：
現
在
は
、
薬
剤
師
を
週
４
、

残
り
の
３
日
間
で
執
筆
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
受
賞
し
た
際
も
、
仕
事
を
辞
め

な
い
で
下
さ
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で

薬
剤
師
と
作
家
を
し
て
い
ま
す
。
最
初

の
５
年
が
大
事
と
い
わ
れ
て
い
る
の

で
、
コ
ツ
コ
ツ
と
書
か
な
い
と
い
け
な

い
の
で
大
変
で
す
。

Ｑ
文
豪
は
お
酒
を
飲
む
イ
メ
ー
ジ
で
す

が
？

愛
野
さ
ん
：
外
食
し
た
際
に
は
少
し
飲
み

ま
す
。
私
が
知
る
範
囲
で
は
、
飲
酒
す

る
作
家
さ
ん
は
半
々
で
す
。

Ｑ
市
民
の
皆
さ
ん
へ
伝
え
た
い
こ
と
は
。

愛
野
さ
ん
：
市
民
の
皆
さ
ん
が
本
を
読
む

一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
知
り
合
い
が
、
デ
ビ
ュ
ー
し
た
か
ら
本

を
買
っ
た
、
久
し
ぶ
り
に
本
を
読
ん
で

み
た
と
聞
い
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

Ｑ
こ
れ
か
ら
の
予
定
は
。

愛
野
さ
ん
：
来
年
の
春
か
ら
夏
頃
に
は
３

作
目
を
発
表
予
定
で
す
。

愛野史香さん

【１作目】『あの日の風を描く』【２作目】『天使と歌う』

「薬剤師と作家の二刀流」
愛野史香さんへインタビュー

議会広報編集
特別委員会

委
員
長　
　
　
宮
﨑
良
平

副
委
員
長　
　
水
山
洋
輔

委　
員　
　
　
梶
原
睦
也

　
〃　
　
　
　
芦
塚
典
子

　
〃　
　
　
　
増
田
朝
子

　
〃　
　
　
　
山
口
卓
也

　
〃　
　
　
　
古
川
英
子

　
や
っ
と
涼
し
い
風
が
吹

い
て
き
た
。
猛
暑
か
ら
秋

へ
の
気
配
を
感
じ
る
。
し

か
し
、
四
季
が
失
わ
れ
て

い
く
と
言
わ
れ
て
い
る
。

▼
夏
と
冬
だ
け
に
な
っ
て

い
く
の
だ
ろ
う
か
▼
四
季
は
人
の
暮

ら
し
と
自
然
の
関
係
を
映
す
鏡
で
あ

る
。
季
節
の
風
情
が
薄
れ
て
い
く
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
森
・
川
・

公
園
を
大
切
に
し
地
元
の
行
事
や
伝

統
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
、
季
節
の
変

化
を
感
じ
る
力
に
な
る
。
▼
私
た
ち

は
こ
の
力
を
子
ど
も
達
へ
繋
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
▼
「
天
高
く
馬
肥
ゆ

る
秋
」
の
如
く
美
味
し
い
食
べ
物
が

誘
惑
し
て
く
る
。

皆
様
、
く
れ
ぐ
れ

も
ご
注
意
く
だ
さ

い
。�

（
英
子
）

★この印刷物は、一部あたり53円でできています。

OLUMNC

トピックス

取
材
を
終
え
て

　
何
十
年
も
賞
を
取
る
た
め
に
努
力

し
続
け
て
い
る
よ
う
な
泥
臭
さ
は
微

塵
も
感
じ
ず
、
あ
、
賞
取
れ
ち
ゃ
い

ま
し
た
！
と
、
拍
子
抜
け
す
る
よ
う

な
語
り
口
と
快
活
さ
に
ま
ず
は
驚
い

た
。

　
初
め
て
応
募
し
た
も
の
が
大
賞
を

取
る
と
い
う
俗
に
言
う
シ
ン
デ
レ
ラ

ス
ト
ー
リ
ー
で
は
あ
る
も
の
の
、
本

を
読
み
、
取
材
を
し
な
が
ら
感
じ
た

こ
と
は
、
彼
女
の
独
創
的
な
事
の
捉

え
方
と
、
類
い
ま
れ
な
る
表
現
力
は

読
み
手
に
学
び
と
共
感
力
を
与
え
、

な
ん
と
も
言
え
な
い
余
韻
に
浸
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
さ
に
選
ば
れ
る
べ

く
し
て
選
ば
れ
た
素
晴
ら
し
い
作
品

で
あ
る
。

　
議
会
と
し
て
も
彼
女
の
今
後
の
活

躍
に
大
い
に
期
待
し
て
い
き
た
い
。
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